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地区の交流の場小坂くらし館の設置など（条例その他）
一般質問（教育委員会制度改正や地方創生など８人が登壇）
震災復興は道なかば（3.11大震災復興対策特別委員会報告）
自然災害と地域創生の課題を議論（研究セミナー報告）
傍聴者からの声　アンケートにより感想をいただきました　   　

国見小の新１年生。新しいお友達との毎日に夢や希望が膨らみます。国見小の新１年生。新しいお友達との毎日に夢や希望が膨らみます。

これから始まる学校生活にドキドキワクワクこれから始まる学校生活にドキドキワクワク

復興に向けて交流の場（道の駅）
建設を進める
（平成27年度当初予算）

3月定例会
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歳　入　　112億3000万円

依存財源依存財源

自主財源自主財源

96億8146万円
86.2％

96億8146万円
86.2％

15億4856万円
13.8％

15億4856万円
13.8％

地方交付税
20億2737万円  18.0%

そのほかの自主財源
9983万円　0.9%

使用料・手数料
1億787万円　1.0%繰入金・繰越金

4億6276万円  4.1%

町税
8億7810万円  7.8%

そのほかの依存財源
1億5667万円    1.4%

町債（借金）
7億1880万円    6.4%

国県支出金
67億7862万円  60.4%

（うち除染対策分）
　50億9808万円  45.3％

町の収入でまかないきれない分
を国が集め、再配分するもの

町税の延滞金や給食費など

国や県からの補助金

銀行などからの借入金

地方譲与税、地方消費税
交付金など

町民税、固定資産税、
町たばこ税など

貯金を下ろして使うもの、
前年度残金の繰越金

町営住宅や保育所、幼稚園の
使用料など

交流の場（道の駅）建設を進める
一般会計112億円  繰越予算36億円

　

平
成
27
年
度
の
当
初
予
算
は

１
１
２
億
円
で
、
前
年
度
に
比

べ
18
億
円（
13
・
８
％
）減
と
な

り
、
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し

た
。

　

当
初
予
算
は
「
国
見
の
未
来

を
つ
く
る
５
つ
の
目
標
」
を
柱

に
、
交
流
の
場（
道
の
駅
）の
整
備

や
除
染
対
策
の
推
進
、
国
の
地

方
創
生
を
利
用
し
て
国
見
型
の

ま
ち
づ
く
り
計
画
を
策
定
す
る

経
費
な
ど
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

　
３
月
議
会
定
例
会
は
３
月
５
日
か
ら
19
日
ま
で
15
日
間
の
会

期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
に
は
、
１
１
２
億
３
０
０
０
万
円
の
一
般
会
計
当

初
予
算
や
新
年
度
に
繰
り
越
す
36
億
１
３
６
０
万
円
を
含
む
26

年
度
補
正
予
算
、
広
報
常
任
委
員
会
を
新
設
す
る
議
会
委
員
会

条
例
の
改
正
な
ど
53
議
案
が
提
出
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り

可
決
、
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
８
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
15
項
目
に
わ
た
っ

て
町
政
を
た
だ
し
ま
し
た
。

平
成
27
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算

◦
除
染
対
策
事
業�
51
億
40
万
円

◦
文
化
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
の
改
修�

１
億
２
５
０
０
万
円

◦
風
評
被
害
払
拭
へ
の
農
産
物
Ｐ
Ｒ�

１
３
１
０
万
円

◦
放
射
線
対
策
健
康
管
理�

４
９
０
万
円

◦
米
や
あ
ん
ぽ
柿
な
ど
農
産
物
の
検
査�

４
６
８
万
円

大
震
災
か
ら
の
早
急
な
復
旧
復
興

交
流
の
場（
道
の
駅
）を

13
億
７
６
６
０
万
円
で
整
備
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歳　出　　112億3000万円

義務的経費義務的経費

投資的経費投資的経費一般的経費
その他

一般的経費
その他

19億4644万円
17.1％

19億4644万円
17.1％

20億2144万円
18.0％

20億2144万円
18.0％

68億873万円
64.9％

68億873万円
64.9％

人件費
11億4539万円  10.2%

（うち正職員分）
7億3694万円　 4.3%
扶助費
3億5410万円    3.1%

公債費（借金返済）
4億2550万円    3.8%

普通建設事業費
19億4644万円 17.3%

そのほか
4億7484万円　4.2%

補助費など
11億5807万円   10.3%

維持補修費
564万円　0.1%

物件費
56億4502万円    50.3%

（うち除染など原発災害対策分）
　50億9808万円    45.3%

議員、正職員、嘱託職員の
給与など

児童手当や介護給付費など

借入金の元金と利子の返済

住宅や道路、山林など除染費用など

公共施設や町道などの補修
費用

藤田病院やごみ処理組合の
負担金など

特別会計への繰出金など

交流の場（道の駅）や仮置き
場の整備費用など

災害復旧費
7500万円    0.7%
観月台文化センターホールの
改修

除染作業や仮置き場整備の費用など

復興に向けて
平成27年度

◦
防
災
訓
練
の
実
施�

70
万
円

◦
防
災
マ
ッ
プ
作
成�

50
万
円

◦
自
主
防
災
組
織
の
補
助�

25
万
円

◦
交
流
の
場
（
道
の
駅
）
整
備�

13
億
７
６
６
０
万
円

◦
義
経
ま
つ
り
な
ど
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業�

１
１
２
０
万
円

◦
ふ
る
さ
と
産
業
祭
な
ど
交
流
推
進
事
業�

５
９
０
万
円

◦
地
域
産
業
６
次
化
事
業�

１
３
４
万
円

◦
預
か
り
保
育
な
ど
子
育
て
支
援�

３
７
５
５
万
円

◦
も
も
た
ん
広
場
の
運
営�

１
３
３
１
万
円

◦
い
き
い
き
サ
ロ
ン
、
敬
老
会
な
ど
高
齢
者
支
援

�

１
１
９
７
万
円

◦
幼
小
中
の
一
貫
教
育
事
業�

60
万
円

◦
地
方
創
生
に
向
け
た
総
合
戦
略
な
ど
の
策
定
（
繰
越
予
算
）

�

５
５
０
０
万
円

◦
町
合
併
60
周
年
記
念
事
業�

４
７
１
万
円

◦
東
京
く
に
み
会
交
流
事
業�

２
１
５
万
円

◦
歴
史
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
事
業�

１
９
２
万
円

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

思
い
や
り
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

町
の
継
続
的
な
維
持
発
展

安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
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と
も
あ
る
。
国
見
町
の
特
性
と

地
域
づ
く
り
を
考
え
、
国
・
県

に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。

　

国
認
定
を
受
け
た

「
歴
史
ま
ち
づ
く
り
計

画
」
と
交
流
の
場
（
道
の
駅
）

に
は
国
見
の
独
自
性
が
あ
り
、

ま
ち
づ
く
り
の
核
に
な
る
も
の

と
考
え
る
。

　県北浄化センター汚泥の全量搬出に向けた監視体
制の継続。除染対策、健康管理、農産物の検査体
制の維持と風評被害払拭。

　防災訓練の実施。各地区自主防災会連絡協議会へ
の支援。防犯防災の対策。

　農商工一体の町民が集える交流の場（道の駅）の
整備。農業の６次化の推進。各種のイベントの展
開。近隣市町村や首都圏、協定市町村との交流の
拡大。

　旧小坂小・旧大木戸小の廃校活用。屋内遊び場、
預かり保育、放課後児童クラブなど子どもの育成。
生きがいデイサービス、いきいきサロン、介護予
防フェスタなど高齢者事業の推進。

　合併６０周年記念事業による町内外への情報発信を
強化。歴史を活かしたまちづくり事業や地方創生
に向けた総合戦略策定の取り組み。国・県など関
係機関との連携強化。

町長施政方針� （要旨）平成27年度

復
旧
復
興
の

完
成
は
い
つ
か

　

町
長
が
復
旧
・
復
興

が
完
成
し
た
と
判
断
す

る
の
は
い
つ
か
。
ど
の
く
ら
い

の
期
間
が
必
要
な
の
か
。

　

除
染
で
は
仮
置
き
場

か
ら
の
町
外
搬
出
が
始

ま
ら
ず
、
米
の
風
評
被
害
も
非

常
に
厳
し
い
。
こ
れ
ら
を
一
つ

ず
つ
ク
リ
ア
し
、
状
況
を
見
き

わ
め
て
判
断
し
た
い
。

　

国
の
地
方
創
生
の
政

策
に
対
す
る
町
長
の
考

え
は
。　

町
の
特
徴
を
生
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
が
地
方

創
生
で
あ
る
。
し
か
し
、
差
別

化
が
町
の
衰
退
に
つ
が
な
る
こ

問町
長

町
長 地

方
創
生
へ
の

取
り
組
み
は

施
政
方
針
に
対
す
る
質
問

　

し
か
し
、
こ
の
実
現
に
は
か

な
り
の
時
間
と
労
力
が
必
要
と

な
る
。
国
が
進
め
る
地
方
創
生

に
取
り
組
む
余
裕
は
あ
る
の

か
。

　

歴
史
ま
ち
づ
く
り
計

画
、
道
の
駅
の
整
備
、

交
流
に
よ
る
人
口
減
少
対
策
を

地
方
創
生
総
合
戦
略
に
盛
り
込

み
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
に
反
映
さ

せ
、
町
の
維
持
・
発
展
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
。

　

町
の
人
口
は
、
将
来

６
０
０
０
人
に
減
少
す

る
と
聞
く
。
人
口
減
少
に
沿
っ

た
計
画
策
定
が
必
要
で
は
な
い

か
。

　

数
字
は
あ
く
ま
で
推

計
で
あ
り
、
そ
う
な
ら

な
い
よ
う
に
総
合
戦
略
や
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
を
作
り
、
国
見
型
の

ま
ち
づ
く
り
に
よ
っ
て
人
口
減

少
を
抑
制
で
き
る
よ
う
地
方
創

生
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

１．東日本大震災からの早急な復旧復興

２．安全安心なまちづくり

３．活力あるまちづくり

４．思いやりのあるまちづくり

５．町の継続的な維持発展

町
長

問

問

問町
長 人

口
減
少
の
推
計
に

対
応
で
き
る
の
か

大
学
生
が
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
む

（
内
谷
地
区
地
域
づ
く
り
カ
フ
ェ
の
様
子
）
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道
の
駅
の
運
営
に
つ

い
て
、
経
営
赤
字
を
心

配
す
る
声
を
聞
く
が
、
道
の
駅

に
入
る
コ
ン
ビ
ニ
や
レ
ス
ト
ラ

ン
の
黒
字
を
見
込
む
根
拠
は
何

か
。

　

売
り
場
面
積

や
交
通
量
、
そ
れ

ぞ
れ
の
営
業
デ
ー
タ
を
利
用

し
、専
門
家
が
算
出
し
た
も
の
。

　

宿
泊
施
設
は
ど
の
よ

う
な
も
の
に
な
る
の
か
。

　

本
格
的
な
宿
泊

施
設
と
し
て
、
個

室
と
大
広
間
を
つ
く
る
予
定
。

企
業
の
合
宿
や
研
修
に
利
用
し

て
も
ら
い
、
施
設
内
で
食
事
を

す
る
な
ど
連
携
し
た
経
営
を
考

え
て
い
る
。

　

ま
ち
づ
く
り
会
社
の

経
営
計
画
に
減
価
償
却

費
や
店
舗
借
り
上
げ
料
が
見
当

た
ら
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

　

施
設
は
町
が
建

設
し
、
ま
ち
づ
く

り
会
社
に
貸
す
よ
う
に
な
る
。

町
が
会
社
に
支
払
う
管
理
運
営

の
委
託
料
と
ま
ち
づ
く
り
会
社

が
町
に
支
払
う
施
設
使
用
料
が

差
し
引
き
ゼ
ロ
に
な
る
た
め
。

ま
ち
づ
く
り
会
社
は
施
設
を
持

た
な
い
た
め
減
価
償
却
は
発
生

し
な
い
。

問問

問

■基金（貯金）の残高

会計名 26年度末
貯金残高

27年度末見込
貯金残高

財政調整基金 8億5161万円 6億494万円

東日本大震災復
興関係の基金　 2億3404万円 1億1662万円

その他の基金
（一般会計） 3億8450万円 3億2911万円

■町債（借金）の残高

会計名 26年度末
借金残高

27年度末見込
借金残高

一般会計 60億1160万円 63億8039万円

産
業
振
興

課
　
　
長

産
業
振
興

課
　
　
長

産
業
振
興

課
　
　
長

宿
泊
施
設
も
設
置

す
る
の
か

経
営
計
画
に
減
価

償
却
が
な
い
が

道
の
駅
の

売
り
上
げ
根
拠
は

（
渡
辺
勝
弘
議
員
）

　

法
人
税
の
増
収
約
１

３
０
０
万
円
は
震
災
除
染
事
業

に
よ
る
も
の
と
考
え
る
が
、
除

染
事
業
が
終
了
し
、
減
収
と

な
っ
た
場
合
は
ど
う
す
る
の

か
。

　

除
染
事
業
分
は
減
収

に
な
る
が
、
国
の
景
気

対
策
や
震
災
後
４
年
が
経
過
す

る
こ
と
も
あ
り
、
企
業
業
績
や

地
域
経
済
が
回
復
傾
向
に
あ

り
、
極
端
な
減
収
に
は
な
ら
な

い
と
考
え
る
。

（
浅
野
富
男
議
員
）

　

も
も
た
ん
広
場
は
全

額
が
補
助
金
で
運
営
さ
れ
て
い

る
。今
後
、補
助
金
が
な
く
な
っ

た
場
合
は
ど
う
な
る
の
か
。

　

何
ら
か
の
国
、

県
の
補
助
事
業
を

利
用
し
、継
続
し
て
い
き
た
い
。

（
村
上
晴
夫
議
員
）

　

歴
史
ま
ち
づ
く
り

は
、
認
定
を
受
け
れ
ば
事
業
の

補
助
金
が
５
％
上
乗
せ
に
な
る

と
聞
い
た
。
当
町
は
該
当
す
る

の
か
。

　

見
込
み
ど
お
り
、

５
％
上
乗
せ
に
な
り
、

そ
の
分
の
町
負
担
が
減
る
。

（
村
上
晴
夫
議
員
）

　

ご
み
処
理
負
担
金
２

２
３
０
万
円
の
構
成
市
町
の
割

合
は
い
く
ら
か
。

　

負
担
割
合
は
、

ご
み
の
搬
入
量
で

決
ま
り
、
当
町
は
全
体
の
約

９
％
。
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
分
別

を
徹
底
し
、
ご
み
の
搬
入
量
と

負
担
金
が
減
る
よ
う
対
応
し
て

い
き
た
い
。

当
初
予
算
の
お
も
な
質
疑

問問

問

問

今
後
の
税
収

見
込
み
は

も
も
た
ん
広
場
の

継
続
は

補
助
金
は
増
額

さ
れ
る
の
か

ご
み
処
理
負
担
金

割
合
の
算
出
方
法
は

幼
児
教
育

課
　
　
長

税
務
課
長

建
設

課
長

ももたん広場で元気に遊ぶ子どもたち

住
民
生
活

課
　
　
長
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（
阿
部
泰
藏
議
員
）

　

米
の
食
味
検
査
21
万

円
の
結
果
を
ど
の
よ
う
に
販
売

に
結
び
つ
け
る
の
か
。

　

米
の
ブ
ラ
ン
ド

づ
く
り
に
活
用

し
、
ほ
か
の
米
と
差
別
化
を
し

た
い
。
ま
た
、
試
食
販
売
や
国

見
独
自
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
作
成
な

ど
で
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
を
進
め

て
い
き
た
い
。

（
東
海
林
一
樹
議
員
）

　

農
産
物
の
６※

次
化
の

進
め
方
は
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
。

　

６
次
化
に
は
、

農
家
が
自
分
で
加

工
な
ど
を
す
る
方
法
と
農
家
が

農
産
物
を
専
門
業
者
に
委
託
し

て
飲
料
や
菓
子
に
加
工
す
る
方

法
が
あ
る
。
こ
の
２
つ
を
並
行

し
て
進
め
て
い
き
た
い
。

（
井
砂
善
榮
議
員
）

　

有
害
鳥
獣
対
応
の
負

担
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
が
、

有
害
鳥
獣
対
策
実
施
隊
へ
の
報

酬
金
額
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

　

実
施
隊
に
は
町

臨
時
職
員
の
賃
金

を
参
考
に
し
て
１
時
間
あ
た
り

８
９
０
円
の
報
酬
を
支
払
っ
て

い
る
。（

渡
辺
勝
弘
議
員
）

　

ふ
く
し
ま
森
林
再
生

事
業
３
０
０
０
万
円
の
内
容
と

宅
の
入
居
者
な
ど
が
希
望
す
れ

ば
入
居
は
可
能
か
。

　

耐
用
年
数
を
過
ぎ
た

老
朽
住
宅
は
、
北
古
舘

と
南
古
舘
の
約
50
戸
。
耐
用
年

数
間
近
の
住
宅
は
、
日
渡
、
宮

前
、大
坂
の
合
計
約
２
０
０
戸
。

入
居
者
は
約
５
０
０
人
。
除
却

計
画
が
あ
る
北
古
舘
は
新
規
に

は
入
れ
な
い
が
、
ほ
か
の
住
宅

は
修
繕
し
て
入
居
が
可
能
。
ま

た
、
仮
設
住
宅
か
ら
の
希
望
者

は
い
る
が
、
家
賃
が
か
か
る
た

め
進
ん
で
い
な
い
。

（
渡
辺
勝
弘
議
員
）

　

消
防
施
設
費
は
前
年

度
比
２
２
７
万
円
も
減
額
さ
れ

て
い
る
。
防
火
水
槽
や
消
火
栓

の
設
置
数
が
減
っ
た
も
の
だ

が
、
人
の
生
命
と
財
産
を
守
る

の
に
重
要
な
設
備
で
予
算
を
減

ら
し
た
理
由
は
。

　

町
全
体
の
安
心
・
安

全
を
守
る
た
め
に
、
消

防
、
防
災
全
体
で
の
予
算
配
分

と
な
る
。
結
果
と
し
て
消
防
設

備
分
が
減
っ
た
も
の
。
来
年
度

実
施
場
所
は
ど
こ
な
の
か
。

　

森
林
の
除
染
と

し
て
間
伐
を
す
る

も
の
。
新
年
度
は
阿
津
賀
志
山

周
辺
で
実
施
し
、
間
伐
す
る
前

の
現
地
調
査
や
所
有
者
の
同
意

な
ど
事
前
調
査
を
進
め
る
。

（
村
上
正
勝
議
員
）

　

米
の
食
味
検
査
機
械

を
道
の
駅
な
ど
に
設
置
し
、
農

家
の
負
担
を
減
ら
せ
な
い
か
。

　

ブ
ラ
ン
ド
づ
く

り
の
た
め
に
は
、

信
頼
性
の
あ
る
専
門
機
関
へ
の

依
頼
が
必
要
に
な
る
と
考
え

る
。
今
後
、
生
産
農
家
な
ど
と

協
議
を
し
て
進
め
て
い
き
た

い
。

（
東
海
林
一
樹
議
員
）

　

老
朽
公
営
住
宅
除
却

工
事
費
３
０
０
万
円
に
つ
い

て
、
古
い
町
営
住
宅
の
戸
数
と

入
居
者
数
は
。
ま
た
、
仮
設
住

も
効
果
を
上
げ
る
最
良
の
配
分

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

（
松
浦
常
雄
議
員
）

　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
送

迎
委
託
業
務
に
つ
い
て
、
バ
ス

の
出
発
時
間
が
変
更
に
な
り
、

早
ま
る
の
で
は
と
い
う
子
ど
も

や
保
護
者
の
不
安
の
声
を
聞
い

た
。
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

ス
ク
ー
ル
バ
ス

を
利
用
す
る
児
童

が
約
30
人
減
っ
て
い
る
。
そ
の

た
め
停
留
所
や
バ
ス
の
台
数
、

コ
ー
ス
な
ど
を
保
護
者
代
表
、

学
校
、
教
育
委
員
会
で
全
般
的

に
協
議
し
て
い
る
。
保
護
者
の

声
も
聞
い
て
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

運
行
を
続
け
て
い
き
た
い
。

（
村
上
晴
夫
議
員
）

　

中
尊
寺
ハ
ス
育
成
団

体
補
助
金
85
万
円
に
つ
い
て
、

歴
史
ま
ち
づ
く
り
も
あ
り
、
中

尊
寺
ハ
ス
は
町
の
観
光
資
源
と

問

問

問

問

問

問

問

問問

建
設
課
長

米
検
査
の
活
用

方
法
は

６※

次
化
の
推
進

方
法
は

消
防
施
設
費
を
減
額

し
て
町
を
守
れ
る
の
か

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
に

不
安
の
声
が
あ
る
が

有
害
鳥
獣
対
策

へ
の
支
援
は

森
林
再
生
事
業
の

内
容
と
場
所
は

米
検
査
の
負
担
を

軽
減
で
き
な
い
か

ハ
ス
池
の

管
理
方
針
は

古
い
町
営
住
宅
は

入
居
可
能
か

産
業
振
興

課
　
　
長

産
業
振
興

課
　
　
長

産
業
振
興

課
　
　
長

産
業
振
興

課
　
　
長

産
業
振
興

課
　
　
長

学
校
教
育

課
　
　
長

※
6
次
化
と
は

　

農
業
な
ど
の
第
１
次
産

業
が
第
２
次
産
業（
食
品
加

工
）、
第
３
次
産
業（
流
通
販

売
）に
業
務
展
開
す
る
こ
と
。

そ
れ
ら
の
数
字
を
足
し
て
も

掛
け
て
も
６
と
な
る
た
め
、

６
次
化
産
業
と
呼
ば
れ
る
。

町
長
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し
て
と
て
も
重
要
に
な
る
が
、

今
後
も
管
理
を
育
成
団
体
に
ま

か
せ
る
の
か
。

　

歴
史
ま
ち
づ
く

り
計
画
に
よ
る
ハ

ス
池
や
周
辺
整
備
は
平
成
29
年

度
以
降
の
計
画
で
あ
り
、
当
面

は
育
成
会
に
管
理
を
お
願
い
す

る
。

（
佐
藤
定
男
議
員
）

　

職
員
数
は
前
年
度
と

比
べ
て
10
人
増
の
１
１
５
人
で

あ
る
。
震
災
の
影
響
も
あ
り
増

加
し
て
い
る
が
、
町
の
適
正
規

模
を
ど
う
考
え
る
の
か
。

　

職
員
数
は
今
が
最
大

と
考
え
て
い
る
。
今
後

は
復
旧
・
復
興
、
元
気
活
力
事

業
の
減
で
職
員
数
も
減
る
見
込

み
。
適
正
規
模
は
、
震
災
前
の

約
１
０
０
人
と
考
え
て
い
る
。

（
浅
野
富
男
議
員
）

　

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル

プ
ラ
ン
ナ
ー
事
業
の
説
明
に

「
年
金
受
給
者
の
年
金
を
担
保

に
借
り
入
れ
を
行
い
、
本
税
を

納
税
す
る
」
と
あ
る
が
、
生
活

費
を
削
っ
て
で
も
返
す
と
い
う

指
導
は
問
題
で
は
。

　

納
税
は
国
民
の
義
務

で
あ
り
、
公
平
、
公
正

に
負
担
す
る
た
め
に
は
必
要
と

考
え
る
。
法
律
の
知
識
を
持
っ

た
専
門
家
の
助
言
で
あ
り
、
最

低
制
限
の
生
活
を
保
障
し
な
が

ら
も
無
理
の
な
い
返
済
計
画
で

の
借
り
入
れ
に
な
っ
て
い
る
。

（
渋
谷
福
重
議
員
）

　

東
京
く
に
み
会
事
業

委
託
料
２
０
０
万
円
に
つ
い

て
、
今
後
、
ど
の
よ
う
な
展
開

を
考
え
て
い
る
の
か
。

　

町
外
か
ら
応

援
し
て
く
れ
る

人
を
見
つ
け
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。
新
年
度
で
は
ふ
る

さ
と
会
を
設
立
し
、
そ
こ
を
中

心
に
町
を
応
援
し
て
も
ら
う
こ

と
を
考
え
て
い
る
。

問

問

問

総
務
課
長

税
務
課
長

職
員
数
の
適
正

規
模
は

納
税
相
談
に
問
題

は
な
い
の
か

東
京
く
に
み
会
の

今
後
の
展
開
は

企
画
情
報

課
　
　
長

生
涯
学
習

課
　
　
長

　

任
期
満
了
に
よ
る
選
挙
管
理

委
員
と
そ
の
補
充
員
の
選
挙
が

行
わ
れ
、
あ
ら
か
じ
め
推
薦
さ

れ
た
次
の
８
人
が
当
選
し
ま
し

た
。
任
期
は
平
成
31
年
４
月
３

日
ま
で
の
４
年
間
。

　

な
お
、
４
月
の
選
挙
管
理
委

員
会
で
齋
藤
弘
委
員
が
委
員
長

に
選
ば
れ
ま
し
た
。

選
挙
管
理
委
員

　

齋
藤　
　

弘
氏
（
耕
谷
）

　

木
村　

正
義
氏
（
川
内
）

　

髙
橋　

一
博
氏
（
高
城
）

　

武
田　

睦
子
氏
（
第
３
）

選
挙
管
理
委
員
補
充
員

　

第
１
順
位　

安
藤　

宏
美
氏

�

（
前
田
）

　

第
２
順
位　

佐
々
木
和
保
氏

�

（
宮
町
北
）

　

第
３
順
位　

佐
藤　

吉
茂
氏

�

（
第
７
）

　

第
４
順
位　

松
浦　

光
子
氏

�
（
大
木
戸
）

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の

人

事

新
選
挙
管
理
委
員
長

に
齋
藤　

弘
氏

任
期
満
了
に
よ
り
、
奥
山
宏
氏

（
宮
町
北
）
の
再
任
に
同
意
し

ま
し
た
。
任
期
は
平
成
30
年
３

月
31
日
ま
で
の
３
年
間
。

　

入
山
財
産
区
委
員
の
任
期
満

了
に
よ
り
、
次
の
７
人
の
選
任

に
同
意
し
ま
し
た
。
任
期
は
平

成
31
年
５
月
５
日
ま
で
の
４
年

間
。

　

中
野　

一
雄
氏
（
鶉
町
）

　

菊
地　

武
雄
氏（
石
母
田
原
）

　

佐
藤　

和
夫
氏
（
第
４
）

　

實
沢　

勝
範
氏
（
第
９
）

　

阿
部　

洋
一
氏
（
大
木
戸
）

　

後
藤　

克
好
氏
（
高
城
）

　

鈴
木　

耕
治
氏
（
川
内
）

　

渇
水
対
策
施
設
財
産
管
理
委

員
の
任
期
満
了
に
よ
り
、
次
の

７
人
の
選
任
に
同
意
し
ま
し

た
。
任
期
は
平
成
31
年
３
月
14

日
ま
で
の
４
年
間
。

第
１
号
委
員
（
石
母
田
地
区
）

�

松
浦　

勝
吉
氏
（
石
母
田
西
）

第
２
号
委
員
（
大
木
戸
〔
山
根
〕

地
区
）

　

菊
池　

勝
雄
氏

　

大
内　
　

茂
氏

第
３
号
委
員
（
貝
田
地
区
）

　

齋
藤　

修
一
氏

　

松
田　

富
男
氏

　

松
浦　

美
孝
氏

　

大
沼　

剛
司
氏

固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
に
奥
山
宏
氏
を
再
任

齋藤　弘氏

入
山
財
産
区
委
員
に

７
人
を
選
任

渇
水
対
策
施
設
財
産

管
理
に
７
人
を
選
任
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基
準
を
新
た
に
町
が
定
め
る

が
、
施
設
の
利
用
制
限
や
料
金

が
上
が
る
な
ど
町
民
に
不
利
益

に
な
る
変
更
は
あ
る
の
か
。

　

こ
れ
ま
で
と
変

わ
ら
な
い
。
保
育

料
も
現
状
維
持
で
考
え
て
い

る
。

（
要
旨
）
介
護
保
険
法
の
改
正

に
よ
り
運
営
基
準
な
ど
を
定
め

る
４
条
例
を
改
正
す
る
も
の
。

ま
た
、
新
年
度
か
ら
３
年
間
の

保
険
料
を
決
定
す
る
も
の
。

（
浅
野
富
男
議
員
）

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
す
る
場
合
に
、
こ
れ
ま
で
と

変
わ
る
と
こ
ろ
は
あ
る
の
か
。

　

４
月
か
ら
訪
問

介
護
と
通
所
介
護

が
廃
止
さ
れ
、
町
が
実
施
す
る

介
護
予
防
教
室
な
ど
を
利
用
し

て
も
ら
う
よ
う
に
な
る
。

幼
児
教
育

課
　
　
長

保
健
福
祉

課
　
　
長

条
例
そ
の
他

（
阿
部
泰
藏
議
員
）

　

小
坂
く
ら
し
館
（
旧

小
坂
小
学
校
）
を
利
用
す
る
場

合
、
小
坂
地
区
の
人
だ
け
が
使

用
料
を
免
除
さ
れ
る
と
聞
い
た

が
本
当
か
。　

施
設
を
地
区
の

交
流
施
設
や
憩
い

の
場
と
す
る
た
め
小
坂
地
区
を

明
記
し
た
も
の
。
ほ
か
の
施
設

と
同
じ
く
町
民
の
利
用
は
無
料

に
し
た
い
。

（
佐
藤
定
男
議
員
）

　

以
前
に
文
化
セ
ン

タ
ー
の
整
備
を
目
的
に
基
金

（
貯
金
）
に
５
０
０
０
万
円
を

積
み
立
て
た
。
今
回
の
基
金
も

公
共
施
設
の
整
備
が
目
的
だ

が
、
ど
こ
が
違
う
の
か
。

　

以
前
の
文
教
施
設
整

備
基
金
は
、
文
化
セ
ン

タ
ー
や
学
校
施
設
な
ど
の
整
備

を
目
的
と
し
、
今
回
は
、
そ
れ

以
外
の
中
央
集
会
所
や
駅
前
の

保
育
所
施
設
な
ど
の
整
備
を
目

的
と
す
る
も
の
。

（
要
旨
）
道
の
駅
運
営
体
制
と

商
工
観
光
部
門
を
強
化
す
る
た

め
、
ま
ち
づ
く
り
交
流
課
を
設

置
す
る
も
の
。

（
村
上
晴
夫
議
員
）

　

こ
の
課
は
、
道
の
駅

が
で
き
る
ま
で
の
暫
定
的
な
も

の
か
。　

設
置
期
間
は
道
の
駅

の
運
営
が
軌
道
に
乗
る

ま
で
を
考
え
て
い
る
。

（
村
上
晴
夫
議
員
）

　

廃
止
さ
れ
る
手
当
の

具
体
的
な
項
目
は
何
か
。

　

廃
止
す
る
手
当
は
次

の
と
お
り
。
ま
た
、
用

地
交
渉
手
当
を
３
０
０
円
に
減

額
、
著
し
く
危
険
な
業
務
に
は

危
険
現
場
手
当
を
新
設
し
た

い
。

（
要
旨
）
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
法
の
制
定
、
児
童
福
祉
法
の

改
正
に
よ
り
町
が
保
育
所
や
幼

稚
園
、
放
課
後
子
ど
も
ク
ラ
ブ

な
ど
の
運
営
基
準
や
保
育
料
な

ど
を
定
め
る
５
条
例
を
改
正
す

る
も
の
。（

佐
藤
定
男
議
員
）

　

保
育
所
や
幼
稚
園
の

小
坂
く
ら
し
館
の

設
置
条
例

特
殊
勤
務
手
当
の

一
部
廃
止

保
育
所
条
例
な
ど

の
改
正

介
護
保
険
条
例

な
ど
の
改
正

公
共
施
設
整
備
基

金（
貯
金
）の
設
置

課
を
新
設
す
る

条
例
改
正

全
町
民
の
利
用
を

無
料
に
す
べ
き
で
は

廃
止
す
る
の
は

ど
の
手
当
か

町
民
の
利
用
制
限
や

保
育
料
の
値
上
げ
は

サ
ー
ビ
ス
利
用
に

変
更
は
あ
る
の
か

基
金（
貯
金
）の

目
的
が
同
じ
で
は

ま
ち
づ
く
り
交
流
課
の

設
置
は
い
つ
ま
で
か

企
画
情
報

課
　
　
長

問

問

問

問

問問 総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

廃止される手当 業務内容
山林現場手当 悪条件での山林現場業務
土木現場業務手当 道路の維持補修や地下作業
災害現場業務 災害発生時の応急作業など
国土調査現場手当 国土調査の現場業務
衛生業務従事者の
一部

日本カモシカの死骸処理

水道企業職員 水道事業の職員
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（
東
海
林
一
樹
議
員
）

　

地
方
創
生
推
進
費
で

５
３
９
５
万
円
の
具
体
的
な
内

容
は
。

　

総
合
戦
略
策
定

１
０
０
０
万
円
と

道
の
駅
デ
ザ
イ
ン
や
６
次
化
に

１
９
８
５
万
円
、
消
費
喚
起
・

生
活
支
援
と
し
て
１
万
３
０
０

０
円
分
の
商
品
券
を
１
万
円
で

販
売
す
る
プ
レ
ミ
ア
ム
つ
き
商

品
券
の
発
行
に
２
４
１
０
万

円
。

（
村
上
晴
夫
議
員
）

　

町
営
住
宅
使
用
料
の

未
収
分
４
６
３
万
円
を
減
額
し

た
が
回
収
は
回
収
は
し
な
い
の

か
。
ま
た
、
今
後
も
債
権
放
棄

は
増
え
る
の
か
。

　

現
時
点
で
の
未
収
分

を
減
額
す
る
も
の
で
、

新
年
度
で
も
引
き
続
き
回
収
を

進
め
る
。

　

債
権
放
棄
は
死
亡
者
分
で
あ

り
、
現
在
の
入
居
者
に
は
調
停

や
督
促
、
住
宅
の
明
け
渡
し
な

ど
の
方
法
で
回
収
を
進
め
る
。

（
渡
辺
勝
弘
議
員
）

　

人
口
が
減
少
し
て
い

る
の
に
町
民
税
が
３
３
９
０
万

円
増
、
町
た
ば
こ
税
が
４
０
０

万
円
増
と
な
っ
た
理
由
は
。

　

町
民
税
は
、
震
災
に

よ
る
復
旧
工
事
や
除
染

で
個
人
の
所
得
が
増
え
た
分
、

町
た
ば
こ
税
は
、
平
成
25
年
４

月
に
税
率
が
上
が
っ
た
分
と
考

え
る
。（

浅
野
富
男
議
員
）

　

木
造
住
宅
耐
震
改
修

支
援
事
業
８
４
０
万
円
の
減
額

理
由
は
。

　

申
し
込
み
が
当
初
見

込
み
よ
り
少
な
か
っ
た

た
め
。
新
年
度
で
も
引
き
続
き

耐
震
診
断
支
援
、
木
造
改
修
支

援
を
進
め
る
。

（
村
上
晴
夫
議
員
）

　

原
発
災
害
対
策
費
が

合
計
18
億
６
６
７
１
万
円
の
減

額
と
大
き
い
。
そ
の
理
由
は
。

　

事
業
の
進
み
具

合
や
除
染
面
積
の

減
少
、
時
間
経
過
に
よ
る
低
線

量
化
に
よ
る
も
の
。
ま
た
、
農

地
除
染
は
希
望
者
が
少
な
か
っ

た
た
め
。
減
額
の
お
も
な
も
の

は
次
の
と
お
り
。

（
阿
部
泰
藏
議
員
）

　

災
害
復
旧
工
事
費
２

７
５
万
円
の
中
で
、
火
の
見
や

ぐ
ら
の
移
設
に
費
用
を
か
け
て

ま
で
移
設
す
る
必
要
が
あ
る
の

か
。

　

現
在
も
消
防
団

の
出
動
や
訓
練
時

に
使
用
し
て
い
る
た
め
、
消
防

団
と
協
議
し
て
進
め
た
い
。

一
般
会
計
補
正
予
算

平成26年度一般会計
補正予算（第５号）のおもな内容

【おもな事業】
◎地方創生や地域消費喚起・生活支援� 5500万円
◎新庁舎への情報・防災設備やシステムなどの移設�4973万円
◦公共施設整備基金（貯金）への積み立て� 2000万円
◦中学校・上野台運動公園の防砂ネット修理� 437万円
◦除雪費用の不足分� 384万円
◦旧小坂消防屯所の解体と火の見やぐらの移設� 275万円
◦文化センター機能の復旧など� 1381万円
（◎は27年度に繰り越して実施する事業）
【おもな財源】
◦地方交付税� 9929万円
◦町税（町民税、固定資産税、町たばこ税など）� 5020万円
【予算に計上済みだが、27年度に繰り越しが決定した主
な事業】
◎住宅・道路の除染、仮置き場の整備など� 33億5765万円
◎森林再生への計画作成や間伐など� 9732万円
◎米の放射性物質吸収抑制対策� 2475万円

問

問問

問問

問

企
画
情
報

課
　
　
長

原
発
災
害

対
策
課
長

住
民
生
活

課
　
　
長

町
民
税
が
増
加

し
た
理
由
は

住
宅
耐
震
補
助
を

減
額
し
た
理
由
は

原
発
災
害
対
策
費
の

減
額
が
大
き
い
が

火
の
見
や
ぐ
ら
の

移
設
は
必
要
な
の
か

地
方
創
生
へ
の

取
り
組
み
内
容
は

住
宅
使
用
料
の

回
収
方
法
は

建
設
課
長

建
設
課
長

税
務
課
長

減額するおもな除染事業

仮置き場の管理 5億989万円

住宅除染 ６億8582万円

道路除染 1億962万円

公共施設除染 6700万円

農地除染 7000万円

地
方
創
生
や
消
費
喚
起
・

生
活
支
援
に
取
り
組
む

　
平
成
26
年
度
補
正
予
算
の
う
ち
、
一
般
会
計（
第
５
号
）で

は
19
億
５
１
１
５
万
円
を
減
額
し
、
予
算
総
額
１
２
２
億
２
１

６
０
万
円
と
す
る
こ
と
を
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。



10
くにみ議会だより No.164
2015.4

3月定例会では陳情1件を委員会で審査し、結果は以下のとおりとなりました。
陳　　情 提 出 者 結　　果

福島県最低賃金の引き上げと早期発効を
求める意見書提出の陳情について

日本労働組合総連合会　福島県連合会
伊達地区連合会　議長　高橋誠一 採　択

意見書 3月定例会では意見書１件を可決し、国など関係機関へ送付しました。

陳情みなさんからの

可
決

本県の復興加速や労働人口の流出防止、中小企業の
支援強化のため、最低賃金の引き上げと早期発効を
求めるもの。

福島県最低賃金の引き上げと
早期発効を求める意見書

町長の行政報告（抜粋）
■東日本大震災からの早急な復旧・復興
　住宅・宅地除染は、平成26年度の目標1，920戸のうち、
1，430戸が完了。（3月末現在）　※町全体の目標3，300戸
のうち、2，563戸が完了。（4月15日現在）
　県北浄化センターの仮設汚泥乾燥施設が3月に完成。4
月に運転を開始する。
　平成27年産米の吸収抑制対策は、県が継続を決定。地
域農業再生協議会を開催し、地区説明会を実施した。
　風評被害払拭対策は、町特産品あんぽ柿のトップセー
ルスを東京、北海道、大阪で実施。あわせてリンゴ、コ
メなど国見産の農産物をPRした。
　あんぽ柿の非破壊検査は、約30万トレーを検査し、基
準値である25ベクレル未満のものが97パーセント以上
となった。
　役場新庁舎の建設は、3月に建物本体の引き渡しを受け、
5月7日に開庁式を行う予定。

■安全安心なまちづくり
　町防災計画は、東日本大震災以降改正していなかった
ため、3月11日の町防災会議で審議し、改正した。

■活力あるまちづくり
　交流の場（道の駅）整備事業は、1月から造成工事に着
手し、用地の所有権移転登記や支障物の撤去を進めてい
る。
　また、出荷組合も早期の設立に向け農産物生産者、商
店街と協議中。
　3月1日開催のくにみ春のフードフェスタは、町内外か
ら約60店舗が出店し、約1万8000人が来場。浜通りや

宮城県、岩手県の沿岸部の自治体からも参加し、被災者
同士の思いや連帯感を共有した。
　企業誘致は、「株式会社トラフィック・レンタリース（本
社：秋田市）」が山崎字下亀田地内で8月に営業開始予定。

■思いやりのあるまちづくり
　少子化対策は、これまで協議会を3回開催し、議論の
結果を提言としてまとめる予定。
　若者交流事業は、実行委員会で事業を検討し、3月15
日に若者向け「結婚セミナー」、28日に「交流バスツアー
事業」を開催。

■町民との連携、町の維持発展
　まちづくり懇談会（タウンミーティング）は、約100人
が参加。今後も町民の意見を反映するよう広聴活動に努
める。
　歴史まちづくり計画は、2月23日に奈良市、京都府向
日市とともに認定を受けた。今後、国の支援を受けて各
種事業を進める。

仮
置
き
場
を
明
る
く
。
壁
装
飾

画
披
露
式
の
様
子（
森
江
野
町
民

セ
ン
タ
ー
）
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一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
町
政
全
般
に
わ
た
り
執

行
状
況
や
将
来
に
対
す
る
方
針
な
ど
、
諸
問
題
に
つ

い
て
質
問
を
行
い
、
政
治
姿
勢
を
明
ら
か
に
す
る
も

の
で
す
。

議員 質問事項 ページ

佐藤　定男 制度改正で教育の中立性はどうなるのか 12

井砂　善榮
｢大地の恵み館｣閉店後の利活用は

13
西根堰側道の改良改修工事を促進せよ

松浦　常雄 地方創生をどう受け止めているか 14
渡辺　勝弘 コミュニティ・スクールの目的は何か 15

村上　晴夫
自主財源の乏しい本町の財政見通しは

16
人事評価制度をどう進めるのか

渋谷　福重 貝田地区ほ場整備着工が遅れる影響は 17

浅野　富男
地域の消費喚起・生活支援交付金の使途は

18
国保制度改正で税負担は増えるのか

村上　正勝

町合併60周年記念事業は何か

19
ドッグランを設置しては
トレーニングルームを設置しては
ふるさと納税は寄付者の意向を反映できるのか
新庁舎で町民が戸惑わないか

町
政
を
問
う
一般
質問

3
月
定
例
会

～8人の議員が登壇し、活発な議論を展開～

質問、答弁は要約して掲載しています。会議録全文は、町議会ホームページに
掲載予定です。［http://www.town.kunimi.fukushima.jp/groups/gikai/］

国見町議会ホームページ 会議録検索システム 会議録検索システムへ会議録検索➡ ➡ ➡
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町政を問う 一般 質問

教
育
長
の
考
え
は
。

　

総
合
教
育

会
議
の
創
設

に
よ
り
、
制
度
と
し
て
教

育
委
員
会
と
町
長
部
局
が

協
議
・
調
整
す
る
場
が
で

き
た
。
こ
れ
に
よ
り
町
長

部
局
と
一
層
の
連
携
を
は

か
り
、
教
育
の
充
実
の
た

め
に
力
を
合
わ
せ
て
い
け

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

３
点
で
あ
る
。

　

町
長
は
教
育
に

関
す
る「
大
綱
」を

策
定
す
る
と
あ
る
。
い
つ

策
定
す
る
の
か
。

　

27
年
度
中

と
な
る
。

　

制
度
改
正
に
よ

り
、
町
長
は
議
会

の
同
意
を
得
て
新
教
育
長

を
任
命
し
、
ま
た
、
辞
め

さ
せ
る
こ
と
も
で
き
る
。

町
長
の
権
限
が
大
き
く
な

り「
教
育
の
中
立
性
」が
損

な
わ
れ
る
懸
念
は
な
い
か
。

　

今
回
の
改
正
の

趣
旨
を
十
分
踏
ま

え
な
が
ら
も
、
こ
れ
ま
で

と
同
様
に
今
後
と
も
中
立

性
を
十
分
担
保
し
つ
つ
、

教
育
委
員
会
と
十
分
連
携

し
な
が
ら
、
施
策
な
ど
を

展
開
し
て
い
く
。

　

現
段
階
で
の
制

度
改
正
に
対
す
る

し
、
新
た
な
責
任
者
を
置

く
こ
と
に
な
っ
た
。
い
つ

か
ら
一
本
化
さ
れ
る
の
か
。

　

現
在
の
教
育
長

の
任
期
が
終
了
す

る
翌
日
の
平
成
30
年
7
月

1
日
か
ら
と
な
る
。

　

大
き
な
変
更
点

の
二
つ
目
に
、
招

集
者
の
町
長
と
教
育
委
員

会
が
構
成
す
る
「
総
合
教

育
会
議
」
が
あ
る
。
何
を

話
し
合
う
の
か
。

　

①
大
綱
の

策
定
、
②
教

育
行
政
の
当
面
の
課
題
等

に
つ
い
て
の
協
議
・
調
整
、

③
緊
急
事
態
へ
の
対
処
の

ず
し
も
迅
速
に
対
応
で
き

て
い
な
い
、地
域
の
民
意
が

十
分
に
反
映
さ
れ
て
い
な

い
な
ど
の
課
題
が
指
摘
さ

れ
て
き
た
。

　

大
き
な
変
更
点

の
一
つ
目
に
、
教

育
行
政
の
責
任
体
制
を
明

確
に
す
る
た
め
、
教
育
委

員
長
と
教
育
長
を
一
本
化

　

平
成
27
年
4
月

1
日
か
ら
教
育
委

員
会
制
度
が
大
き
く
変
わ

る
が
、
そ
の
背
景
は
何
か
。

　

現
行
の
教

育
委
員
会
制

度
は
、
教
育
委
員
長
と
教

育
長
の
ど
ち
ら
が
責
任
者

か
わ
か
り
に
く
い
。ま
た
、

い
じ
め
な
ど
の
問
題
に
必

町
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

佐藤定男議員

問

問

問

問問 問

Q
制
度
改
正
で
教
育
の
中
立
性
は

ど
う
な
る
の
か

A
こ
れ
ま
で
同
様
に
中
立
性
と
連
携
を

両
立
し
た
い

みんなで楽しくにこにこ笑顔（国見小体育館）

教
育
次
長
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森
山
の
旧
稚

蚕
飼
育
所
は
町
が

「
大
地
の
恵
み
館
」
に
貸
し

て
い
た
も
の
だ
が
、
そ
の

閉
店
・
撤
退
の
理
由
は
。

　

施
設
の
老

朽
化
に
よ
る

雨
漏
り
や
大
地
の
恵
み
館

の
会
員
が
自
主
的
に
活
動

す
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め

と
聞
い
て
い
る
。

　

今
後
、
旧
稚
蚕

飼
育
所
を
ど
う
利

活
用
す
る
の
か
。

　

建
設
後
、
相
当

年
数
が
経
過
し
て

い
る
た
め
、
補
助
事
業
の

導
入
を
基
本
と
し
て
、
町

の
農
業
振
興
に
利
活
用
で

き
る
施
設
か
ど
う
か
調
査

し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の

施
設
を
拠
点
に
活
動
し
て

い
た
大
地
の
恵
み
館
の
会

員
に
は
、「
道
の
駅
出
荷
組

合
」を
案
内
し
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
の
先
導
的
な
活
動

を
継
続
し
て
も
ら
え
る
よ

う
、
で
き
る
範
囲
の
中
で

連
携
し
て
い
く
。

　

こ
れ
ま
で
の
西

根
堰
の
側
道
の
管

理
に
つ
い
て
聞
く
。

　

本
来
は
、
西
根

堰
を
管
理
す
る
西

根
堰
土
地
改
良
区
が
維
持

管
理
す
る
の
が
原
則
。
し

か
し
、
西
根
堰
の
側
道
が

生
活
道
路
と
な
っ
て
い
る

た
め
、
現
在
ま
で
町
道
と

し
て
認
定
し
た
部
分
は
、

町
が
維
持
管
理
を
進
め
て

き
た
。　

西
根
堰
防
護
柵

の
傷
み
が
著
し
く

進
み
、危
険
で
あ
る
た
め
、

高
齢
者
や
子
ど
も
の
安
全

が
懸
念
さ
れ
る
。
そ
の
対

策
は
。　

防
護
柵
整
備
は

西
根
堰
土
地
改
良

区
で
の
事
業
実
施
が
大
前

提
と
な
る
。
し
か
し
、
交

通
安
全
の
確
保
を
目
的
と

し
て
施
設
の
整
備
や
国
な

ど
の
補
助
事
業
に
該
当
す

る
場
合
は
、
実
施
が
可
能

と
な
る
。

　

西
根
堰
に
接
す

る
町
道
の
う
ち
、

未
整
備
区
間
の
改
良
・
改

修
を
促
進
す
べ
き
で
は
。

　

未
整
備
区
間
の

利
用
頻
度
な
ど
の

優
先
度
や
町
道
全
体
の
整

備
計
画
を
見
な
が
ら
今
後

検
討
し
て
い
く
。

井砂善榮議員

問

問

問

問

問

町
長

Q
「
大
地
の
恵
み
館
」閉
店
後
の
利
活
用
は

A
使
用
で
き
る
施
設
か
ど
う
か
を
含
め
調
査

し
て
い
る

西根堰と隣接の町道（西大枝地内）

多くの利用者があったころの大地の恵み館（森山字辻西地内）

西
根
堰
側
道
の
改
良

改
修
工
事
を
促
進
せ
よ

産
業
振
興

課
　
　
長

建
設
課
長

建
設

課
長

建
設

課
長
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27
年
度
は

町
の
第
５
次

振
興
計
画
の
後
期
計
画
の

策
定
と
も
重
な
っ
て
い
る

の
で
、
11
月
頃
を
目
標
に

作
業
を
進
め
た
い
。

　

町
の
「
創
生
総

合
戦
略
」
策
定
に

は
、
今
後
ど
の
よ
う
な
政

策
を
加
え
て
い
く
の
か
。

　

里
ま
ち

文
化
ス
テ
ー

シ
ョ
ン（
道
の
駅
）の
整
備

に
よ
る
地
域
の
経
済
循
環

を
起
こ
す
こ
と
。
歴
史
を

活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に

よ
り
国
見
の
誇
り
を
取
り

戻
す
こ
と
。
さ
ら
に
、
観

光
や
物
産
を
中
心
に
首
都

圏
な
ど
と
交
流
す
る
こ
と

で
あ
る
。

　

町
民
の
声
を
ど

の
よ
う
に
総
合
戦

略
の
策
定
に
生
か
し
て
い

く
の
か
。

　

ま
ち
づ
く

り
を
考
え

る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
グ

ル
ー
プ
懇
談
な
ど
を
よ
り

多
く
の
地
域
で
開
催
し
、

総
合
戦
略
や
後
期
計
画
に

反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
。

　

国
は
、
来
年
３

月
を
期
限
と
し
て

全
市
町
村
に
「
創
生
総
合

戦
略
」の
策
定
を
求
め
て
い

る
。
本
町
は
国
よ
り
先
に

「
町
の
創
生
」
に
取
り
組
ん

で
き
た
の
で
そ
れ
ほ
ど
困

難
で
は
な
い
と
思
う
が
、

い
つ
ご
ろ
ま
で
に
策
定
す

る
の
か
。

背
景
に
あ
る
。

　

民
間
の
研
究
機

関
が
発
表
し
た
人

口
減
少
に
よ
る
「
地
方
消

滅
」
論
も
大
き
な
影
響
を

与
え
て
い
る
と
思
う
。

　

そ
こ
で
本
町
に
も
該
当

す
る
人
口
減
少
、
地
方
創

生
の
課
題
を
ど
う
受
け
止

め
て
い
る
か
。

　

自
治
体
間
競
争

が
激
化
す
る
非
常

に
厳
し
い
時
代
に
入
っ
て

い
く
。
1
万
人
の
小
さ
な

本
町
が
維
持
発
展
で
き
る

よ
う
、
国
の
交
付
金
を
活

用
で
き
る
施
策
を
し
っ
か

り
作
っ
て
い
く
。

　

地
方
の
人
口
の

減
少
が
首
都
圏
の

人
口
減
少
に
つ
な
が
る
こ

と
か
ら
、
国
を
挙
げ
て
東

京
一
極
集
中
を
是
正
し
、

地
方
の
持
つ
そ
れ
ぞ
れ
の

特
性
を
生
か
し
、
若
い
世

代
が
就
労
、結
婚
、子
育
て

が
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

を
行
い
、
こ
の
課
題
の
解

決
を
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
の
考
え
方
が
そ
の

　

国
は
、
昨
年
末

に
人
口
減
少
問
題

に
対
す
る
強
い
決
意
の
も

と
、
地
方
創
生
の
方
針
や

人
口
減
少
対
策
を
盛
り
込

ん
だ
「
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
」

と「
総
合
戦
略
」を
決
定
し

た
。
こ
の
政
策
が
出
さ
れ

た
背
景
を
ど
う
捉
え
て
い

る
の
か
。

松浦常雄議員

問

問

問

問

問

Q
地
方
創
生
を
ど
う
受
け
止
め
て
い
る
か

A
地
方
創
生
交
付
金
を
町
の
維
持
発
展
に

つ
な
げ
る
こ
と
で
あ
る

企
画
情
報

課
　
　
長

企
画
情
報

課
　
　
長

企
画
情
報

課
　
　
長

町
長

町
長

若い人たちで国見の未来を話し合う（JAみらいホール国見）
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町
で
は
、
公
立

小
中
学
校
の
運
営

に
住
民
が
直
接
参
加
す
る

「
コ※

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
」
を
小
中
学
校
幼
稚
園

合
同
の
学
校
運
営
協
議
会

が
開
始
し
た
。
そ
の
理
由

は
。

　

町
で
は
幼

小
中
一
貫
教

育
に
よ
る
幼
小
中
が
連
携

し
た
教
育
を
推
進
し
て
い

る
。
一
貫
教
育
で
は
地
域

と
の
取
り
組
み
も
多
い
。

特
に
、
15
歳
ま
で
に
ど
の

よ
う
な
子
ど
も
に
育
て
る

か
と
い
う
子
育
て
像
を
保

護
者
や
地
域
住
民
と
共
有

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

そ
れ
に
は
幼
小
中
の
学
校

運
営
協
議
会
を
一
体
的
に

運
営
・
協
議
す
べ
き
と
判

断
し
た
た
め
。

　

近
隣
市
町
村
で

設
立
の
動
き
が
な

い
の
は
、
そ
の
効
果
を
得

ら
れ
な
い
と
判
断
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ

を
進
め
る
理
由
は
。

　
「
国
見
の

教
育
ビ
ジ
ョ

ン
」
に
、地
域
ぐ
る
み
の
教

育
と
幼
小
中
一
貫
教
育
を

掲
げ
て
い
る
。「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
」
は
こ
れ

ら
の
推
進
に
必
要
で
あ
る
。

な
お
、
ほ
か
の
市
町
村
で

も
工
夫
し
て
地
域
ぐ
る
み

で
学
校
を
支
援
す
る
取
り

組
み
を
し
て
い
る
の
が
実

態
で
あ
る
。

　

子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
取
り

入
れ
る
こ
と
が
最
高
の
教

育
で
あ
る
と
保
護
者
に
説

明
し
た
の
か
。

　

11
月
に
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ・

ス
ク
ー
ル
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

開
催
し
た
。
今
後
と
も
Ｐ

Ｒ
に
努
め
た
い
。

　

多
く
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
管
理
し

把
握
す
る
制
度
が
必
要
で

は
な
い
か
。

　

26
年
度
か
ら
学

校
支
援
地
域
本
部

で
、
学
校
で
必
要
な
学
習

支
援
や
環
境
整
備
支
援
、

登
下
校
の
安
全
確
保
な
ど

を
お
こ
な
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
、
登
録
し
て

い
る
。　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・

ス
ク
ー
ル
を
設
立

し
た
後
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能

は
ど
う
す
る
の
か
。

　

コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ・ス
ク
ー

ル
委
員
会
と
し
て
、
子
育

て
像
に
対
す

る
達
成
状
況

や
委
員
会
の

活
動
状
況
を

評
価
し
運
営

に
生
か
す
こ

と
に
な
る
。

評
価
結
果
は

公
開
し
、
意

見
を
求
め
て

い
く
。

　

子
ど
も
た
ち
が

自
ら
学
校
生
活
を

楽
し
め
る
よ
う
に
、
子
ど

も
た
ち
の
意
見
を
取
り
入

れ
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

　

各
学
校
・

幼
稚
園
で
十

分
に
把
握
し
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
委
員
会

で
も
そ
の
考
え
を
尊
重

し
、
子
ど
も
た
ち
の
意
見

を
取
り
入
れ
て
い
く
。
ま

た
、
委
員
が
子
ど
も
た
ち

と
直
接
に
ふ
れ
あ
う
機
会

を
設
け
る
な
ど
運
営
面
で

の
工
夫
も
検
討
す
る
。

渡辺勝弘議員

問

問

問

問

問問

教
育
長

Q
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
目
的

は
何
か

A
地
域
と
一
緒
に
国
見
の
子
供
を
育
て
る

こ
と
で
あ
る

コミュニティ・スクール委員会（役場仮庁舎）

教
育

次
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

※
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
と
は
、
学
校
と

保
護
者
や
地
域
住
民

が
と
も
に
知
恵
を
出
し

合
い
、
学
校
運
営
に
意

見
を
反
映
さ
せ
る
こ
と

で
、一
緒
に
協
働
し
な
が

ら
子
供
の
豊
か
な
成
長

を
支
え
、
地
域
と
と
も

に
あ
る
学
校
づ
く
り
を

進
め
る
仕
組
み
。
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新庁舎でおこなわれた内覧会

も
っ
て
勤
務
す
る
よ
う
予

算
編
成
し
た
も
の
。

　

公
立
藤
田
総
合

病
院
に
対
す
る
特

別
負
担
金
６
５
０
０
万
円

の
支
払
い
の
今
後
の
見
通

し
は
。　

町
民
に
と
っ

て
、
地
域
医
療
を

確
保
す
る
観
点
か
ら
藤

田
病
院
は
大
変
重
要
で
あ

る
。そ
の
た
め
病
院
に
し
っ

か
り
経
営
し
て
も
ら
い
、

状
況
を
十
分
見
極
め
な
が

ら
、
継
続
的
に
負
担
す
べ

き
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

地
方
公
務
員
法

改
正
に
よ
り
28
年

４
月
か
ら
全
自
治
体
で「
人

事
評
価
」
を
実
施
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
こ
の
制
度

を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の

か
。

　

役
場
職
員
の
業

務
の
特
殊
性
、
多

様
性
か
ら
一
つ
の
基
準
で

評
価
す
る
こ
と
は
困
難
で

あ
る
。
制
度
導
入
す
る
場

合
は
、
職
員
全
体
の
能
力

を
底
上
げ
で
き
る
よ
う
な

も
の
と
し
た
い
。
近
い
将

来
導
入
で
き
る
よ
う
検
討

し
て
い
き
た
い
。

　

超
過
勤
務
手
当

が
26
年
度
決
算
見

込
み
と
比
べ
３
分
の
１
の

予
算
と
な
っ
て
い
る
。
必

要
な
人
件
費
は
当
初
予
算

に
計
上
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

　

財
源
の
問
題

と
職
員
が
で
き
る

だ
け
残
業
し
な
い
意
識
を

抱
え
、
今
後
大
幅
な
歳
出

見
直
し
は
避
け
ら
れ
な
い
。

そ
こ
で
、
自
主
財
源
の
少

な
い
本
町
の
今
後
の
財
政

見
通
し
は
ど
う
な
の
か
。

　

復
興
・
再
生
に

必
要
な
財
源
は
、

国
・
県
に
求
め
、
町
だ
け

の
財
源
に
よ
る
新
規
事
業

は
極
力
抑
え
る
方
針
で
予

算
を
編
成
し
た
。
今
後
と

も
、
こ
の
考
え
方
で
財
政

運
営
を
し
て
い
く
。
不
測

の
事
態
を
除
け
ば
、
こ
こ

２
、
３
年
の
財
源
の
見
通

し
は
立
っ
て
い
る
。
ま
た
、

こ
れ
か
ら
10
年
位
も
円
滑

に
町
政
が
運
営
で
き
る
見

通
し
で
あ
る
。

　

人
件
費
が
前
年

度
と
比
べ
５
３
０

０
万
円
増
の
要
因
は
。

　

新
年
度
一
般
会

計
予
算
は
、
昨
年

と
比
べ
て
10
人
増
の
１
０

３
人
の
職
員
数
で
積
算
し

た
結
果
で
あ
る
。

　

こ
こ
３
年
の
本

町
予
算
は
、
大
震

災
、
原
発
事
故
か
ら
の
復

旧
・
復
興
、
役
場
庁
舎
再

建
、
道
の
駅
建
設
な
ど
に

よ
り
通
常
ベ
ー
ス
の
２
～

３
倍
、
27
年
度
も
１
１
２

億
円
の
積
極
予
算
と
な
っ

た
。
一
方
、
国
の
財
政
は

地
方
と
合
わ
せ
て
１
０
０

０
兆
円
を
超
え
る
借
金
を

村上晴夫議員

問

問

問

問

問

Q
自
主
財
源
の
乏
し
い
本
町
の
財
政

見
通
し
は

A
町
単
独
事
業
の
抑
制
で
10
年
は
運
営
可
能

で
あ
る

町
長

町
長

人
事
評
価
制
度
を

ど
う
進
め
る
の
か

町
長

総
務

課
長

総
務
課
長
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期
を
さ
ら
に
短
縮
で
き
る

の
で
は
。

　

整
備
面
積
か
ら

４
年
は
妥
当
な
期

間
と
考
え
る
。
な
お
、
工

事
を
お
こ
な
う
県
に
工
期

の
短
縮
を
要
請
を
し
て
い

き
た
い
。

　

27
年
度
着
工
を

想
定
し
た
休
耕
田

が
見
受
け
ら
れ
る
。
お
も

に
高
齢
者
と
思
わ
れ
、
着

工
ま
で
放
置
さ
れ
る
心
配

が
あ
る
が
。

　

27
年
度
は
耕
作

可
能
で
あ
る
。
ま

た
、
工
期
の
最
終
年
度
は

変
更
し
な
い
よ
う
進
め
て

い
る
た
め
、
結
果
と
し
て

作
付
で
き
な
い
期
間
が
１

年
短
縮
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。

　

受
益
面
積
が
29

ヘ
ク
タ
ー
ル
と
小

規
模
で
あ
る
。
ま
た
、
県

道
、
河
川
に
よ
っ
て
４
工

区
に
分
か
れ
て
い
る
。
工

区
ご
と
に
整
備
す
れ
ば
工

環境アドバイザーによる現地調査（貝田地区）

　

貝
田
地
区
ほ
場

整
備
事
業
は
、
当

初
、着
工
が
27
年
度
、面
的

工
事
が
32
年
度
ま
で
の
予

定
だ
っ
た
。
し
か
し
、
着

工
が
29
年
度
に
延
期
さ
れ

た
理
由
は
、
昨
年
９
月
に

砂
防
指
定
地
の
関
係
で
事

業
計
画
申
請
を
取
り
下
げ

た
こ
と
だ
と
説
明
が
あ
っ

た
。
ど
う
い
う
こ
と
か
。

　

ほ
場
整
備
区
域

内
の
砂
防
指
定
地

に
、
県
の
整
備
計
画
が
な

い
た
め
、
制
度
上
、
ほ
場

整
備
は
受
益
者
が
お
こ
な

う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た

め
、
事
業
費
の
抑
制
に
調

整
が
必
要
と
な
り
、
27
年

度
に
申
請
を
延
期
し
た
も

の
。
な
お
、
砂
防
担
当
部

局
と
は
ほ
ぼ
調
整
を
終
え

て
い
る
。

渋谷福重議員

問

問問 町
長

Q
貝
田
地
区
ほ
場
整
備
着
工
が

遅
れ
る
影
響
は

A
計
画
ど
お
り
32
年
度
に
竣
工
さ
せ
る

建
設
課
長

建
設
課
長

請願・陳情とは
　地域住民が町政についての意見や要望を直接町や
町議会などに対して文書で提出することができま
す。議員の紹介があるものを請願、ないものを陳情
と呼びます。

提出方法
⑴　様式は特に定まっていませんが、紹介議員の署
名（陳情は必要ありません）、件名、趣旨及び理由、
提出年月日、提出者の住所氏名（法人の場合はそ
の所在地、名称、代表者氏名）を記載し、押印の
うえ議長あてに提出するようになります。
⑵　案件につき1請願（陳情）としてください。
⑶　提出時期はいつでもよいですが、定例会で審査
を行いますので、各定例会の10日程度前までに
提出してください。定例会の日程は、議会事務局
に確認してください。

請願・陳情を提出するには
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町政を問う 一般 質問

大勢の人で賑わうフードフェスタ（藤田商店街）

若
者
交
流
事
業
で
い
ち
ご
狩
り

ツ
ア
ー

主
体
）は
市
町
村
で
あ
る
。

小
規
模
自
治
体
も
多
く
、

財
政
運
営
上
、
赤
字
や
決

算
補
塡
の
た
め
国
保
税
以

外
の
税
金
を
投
入
し
て
運

営
し
て
い
る
自
治
体
も
あ

る
。ま
た
医
療
費
や
所
得
、

国
保
税
水
準
な
ど
市
町
村

間
で
の
格
差
が
非
常
に
大

き
く
な
っ
て
き
て
い
る
な

ど
の
課
題
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
。

　

制
度
改
正
で
町

の
負
担
は
ど
の
よ

う
に
な
る
の
か
。
ま
た
国

保
税
に
及
ぼ
す
影
響
は
。

　

国
保
税
の
増

や
医
療
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
に
な
ら
な
い
よ
う

県
、
国
な
ど
と
十
分
連
携

し
、
今
後
の
動
き
を
十
分

見
極
め
な
が
ら
、
制
度
改

正
に
し
っ
か
り
と
対
応
し

て
い
く
。

利
用
で
き
る
と
の
こ
と
だ

が
、
現
在
予
定
し
て
い
る

事
業
は
ど
の
よ
う
な
も
の

か
。

　

交
流
の
場

（
道
の
駅
）、

さ
ら
に
、
農
業
を
魅
力
あ

る
産
業
に
育
成
す
る
た

め
の
６
次
化
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
に

活
用
す
る
。
ま
た
少
子
化

対
策
協
議
会
の
提
言
を
参

考
に
若
い
世
代
の
結
婚
、

出
産
、
子
育
て
な
ど
へ
の

事
業
を
組
み
立
て
た
い
。

　

国
の
方
針
に
よ

り
、
国
民
健
康
保

険
事
業
は
「
広
域
化
・
都

道
府
県
単
位
化
」
と
す
る

方
向
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
要
因
は
ど
の
よ
う
な

も
の
か
。

　

国
民
健
康
保
険

の
保
険
者（
運
営

　

町
内
で

の
消
費
者
の

購
買
意
欲
を
高
め
る
た
め

に
、
３
０
０
０
円
の
特
典

を
付
け
て
１
万
３
０
０
０

円
の
商
品
券
を
１
万
円
で

販
売
す
る
こ
と
を
検
討
し

て
い
る
。
さ
ら
に
、
商
店

だ
け
で
は
な
く
、
農
産
物

の
売
り
上
げ
増
や
多
子
世

帯
の
生
活
支
援
な
ど
に
も

使
え
る
よ
う
、
国
と
協
議

し
て
い
る
。

　

地
方
創
生
先

行
型
交
付
金
と
し

て
町
に
約
３
０
０
０
万
円

が
交
付
さ
れ
た
。
総
合
戦

略
に
位
置
づ
け
る
事
業
に

　

国
は
、
今
年
度

補
正
予
算
に
「
地

域
住
民
生
活
等
緊
急
支
援

交
付
金
」４
２
０
０
億
円
を

盛
り
込
ん
だ
。
こ
の
交
付

金
を
活
用
し
、
切
実
な
町

民
の
要
望
に
応
え
る
必
要

が
あ
る
。
今
回
、
地
域
の

消
費
喚
起
・
生
活
支
援
対

策
で
町
に
約
２
４
０
０
万

円
が
交
付
さ
れ
た
。
ど
う

活
用
す
る
の
か
。

浅野富男議員

問

問

問

問

Q
地
域
の
消
費
喚
起
・
生
活
支
援

交
付
金
の
使
途
は

A
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
を
検
討
し
て
い
る

町
長

町
長

国
保
制
度
の
改
正
で

税
負
担
は
増
え
る
の
か

企
画
情
報

課
　
　
長

企
画
情
報

課
　
　
長
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共
施
設
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ル
ー
ム
を
設
置
し
て
い
る
。

道
の
駅
に
も
設
置
し
て
は
。

　

財
源
や
設

置
場
所
の
問

題
も
あ
り
、
現
段
階
で
は

す
ぐ
に
設
置
す
る
こ
と
は

考
え
て
い
な
い
。
当
面
は

現
在
の
事
業
の
充
実
や
介

護
予
防
な
ど
の
事
業
を
有

効
に
組
み
合
わ
せ
、
高
齢

者
の
健
康
増
進
に
つ
と
め

ア
に
ド
ッ
グ
ラ
ン（
犬
の
一

時
預
か
り
所
）が
各
地
に
設

置
さ
れ
て
い
る
。
道
の
駅

に
設
置
を
検
討
し
て
は
ど

う
か
。

　

施
設
設
置

に
対
す
る

国
・
県
の
補
助
制
度
が
な

い
の
で
今
回
は
困
難
と
判

断
し
た
。

　

な
お
、
運
営
会
社
が
利

益
を
出
し
、
自
力
で
の
設

置
が
可
能
と
な
れ
ば
検
討

し
て
い
き
た
い
。

　

伊
達
市
で
は

健
幸
都
市
宣
言

を
し
、
町
民
の
体
力
づ
く

り
と
健
康
増
進
の
た
め
公

昨年のふるさと産業祭にもたくさんの人が
（上野台グリーンアリーナ）

　

町
合
併
60
周
年

記
念
事
業
は
具
体

的
に
ど
の
よ
う
な
事
業
を

お
こ
な
う
の
か
。

　

例
え
ば
、
義
経

ま
つ
り
、
ふ
る
さ

と
産
業
祭
、
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
・
ビ
ッ
ク
ツ
リ
ー
、

フ
ー
ド
フ
ェ
ス
タ
を
国
見

の
４
大
イ
ベ
ン
ト
と
位
置

づ
け
、
復
興
・
絆
国
見
60

周
年
記
念
事
業
と
冠
を

付
け
る
。
町
民
を
は
じ
め

県
民
に
広
く
ア
ピ
ー
ル
を

し
、
今
後
の
町
発
展
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
。
な
お
、

で
き
る
だ
け
経
費
を
か
け

ず
に
効
果
的
に
実
施
で
き

る
よ
う
進
め
て
い
く
。

　

近
隣
の
高
速
道

路
サ
ー
ビ
ス
エ
リ

て
い
く
。　

特
定
事
業
へ
の

寄
付
と
し
て
ふ
る

さ
と
納
税
で
き
る
の
か
。

　

ふ
る
さ
と
納
税

制
度
を
使
っ
て
寄

付
す
る
人
が
使
い
み
ち
を

書
け
る
よ
う
な
申
込
書
に

な
っ
て
い
る
。

　

昨
年
、「
東
京
く

に
み
会
」
を
実
施

し
た
が
、
ふ
る
さ
と
納
税

に
影
響
は
あ
っ
た
か
。

　

25
年
度
は
6
件

だ
っ
た
ふ
る
さ
と

納
税
が
26
年
度
は
33
件
に

増
え
た
。Ｐ
Ｒ
効
果
が
あ
っ

た
と
判
断
し
て
い
る
。

　

５
月
か
ら
新
庁

舎
で
の
業
務
が
開

始
さ
れ
る
が
、
町
民
が
ど

こ
に
行
け
ば
い
い
か
戸
惑

う
こ
と
は
な
い
の
か
。

　

庁
舎
に
入
る
と

す
ぐ
に
総
合
窓
口

を
設
置
し
て
案
内
す
る
。

ま
た
、
ど
こ
に
何
課
が
あ

る
か
わ
か
り
や
す
い
案
内

を
心
掛
け
た
い
。

村上正勝議員

問

問

問

問問

問

町
長 Q

町
合
併
60
周
年
記
念
事
業
は
何
か

A
広
く
県
民
ま
で
発
信
し
、
今
後
に
つ
な
げ
る

総
務
課
長

総
務

課
長

総
務
課
長

産
業
振
興

課
　
　
長

保
健
福
祉

課
　
　
長

ド
ッ
グ
ラ
ン
を

設
置
し
て
は

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
を
設
置
し
て
は

新
庁
舎
で
町
民
が

戸
惑
わ
な
い
か

ふ
る
さ
と
納
税
は

寄
付
者
の
意
向
を

反
映
で
き
る
の
か
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ぎ
、
平
成
24
年
３
月
16
日
に
設

置
し
、
今
日
ま
で
延
べ
31
回
開

催
し
て
き
ま
し
た
。

　

町
は
大
地
震
に
よ
り
、
庁
舎

の
損
壊
、
住
宅

な
ど
の
倒
壊
、

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

へ
の
甚
大
な
被

害
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
東

京
電
力
の
原
発

事
故
で
、
県
北

浄
化
セ
ン
タ
ー

で
は
放
射
性
物

質
を
含
む
下
水

汚
泥
が
搬
出
で

き
な
く
な
り
ま

し
た
。

　

下
水
汚
泥
問

題
で
は
、
国
・

県
に
対
し
て
意

見
書
を
11
度
提

　

本
特
別
委
員
会
は
、
震
災
後

に
設
置
し
た
東
日
本
大
震
災
復

興
対
策
特
別
委
員
会
を
引
き
継

出
し
、
早
急
な
解
決
を
求
め
て

き
ま
し
た
。
平
成
27
年
度
か
ら

は
下
水
汚
泥
が
県
北
浄
化
セ
ン

タ
ー
内
で
減
容
さ
れ
、
飯
舘
村

の
焼
却
減
容
化
施
設
に
搬
出
さ

れ
ま
す
。

　

国
の
中
間
貯
蔵
施
設
の
建
設

が
進
ま
ず
、
仮
置
き
場
の
確
保

が
懸
念
さ
れ
ま
し
た
が
、
各
地

区
に
合
計
10
か
所
が
設
置
さ

れ
、
順
調
に
除
染
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

町
議
会
で
は
、
下
水
汚
泥
の

堆
積
に
よ
る
精
神
的
被
害
な
ど

を
賠
償
す
る
よ
う
東
京
電
力
に

要
求
書
を
、
国
・
県
に
意
見
書

を
持
参
し
、
強
く
要
請
し
て
き

ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
平
成
26
年
９
月

に
東
京
電
力
か
ら
町
に
賠
償
金

が
支
払
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
特
産
品
の
「
あ
ん
ぽ
柿
」

は
、
試
験
的
に
出
荷
が
再
開
さ

れ
ま
し
た
が
、
米
を
は
じ
め
と

す
る
農
産
物
へ
の
風
評
被
害
は

今
後
も
続
く
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

町
議
会
が
国
会
に
直
接
出
向

き
財
源
を
要
求
し
た
新
庁
舎
は

５
月
の
業
務
を
開
始
し
、
復
興

の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
交
流
の
場

（
道
の
駅
）は
造
成
工
事
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
本
県
、
本
町
の
復
興

は
道
半
ば
で
す
。
現
在
も
多
く

の
避
難
者
が
仮
設
住
宅
で
生
活

し
、
汚
泥
問
題
も
元
の
状
態
に

戻
る
ま
で
に
は
３
年
も
か
か
り

ま
す
。

　

今
後
も
日
常
生
活
が
事
故
以

前
の
状
態
に
戻
り
、
放
射
能
の

心
配
が
な
く
な
る
ま
で
健
康
被

害
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
調
査

を
続
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

以
上
、
特
別
委
員
会
の
最
終

報
告
と
し
ま
す
。

�

（
報
告
者　

浅
野
富
男
）

震
災
復
興
は
道
な
か
ば

風
評
被
害
の
払
し
ょ
く
と
健
康
調
査
の
継
続
が
必
要

３
・
11
大
震
災
復
興
対
策

特
別
委
員
会
調
査

汚泥乾燥施設の内部を調査（県北浄化センター）

安
心
安
全
の
た
め
し
っ
か
り
検
査

�

（
Ｊ
Ａ
国
見
共
選
場
）

仮
置
き
場
の
現
地
調
査

�

（
山
崎
字
前
柳
地
内
）

汚
泥
問
題
へ
の
取
り
組
み

原
発
被
害
に
賠
償
を

復
興
の
シ
ン
ボ
ル
へ

風
評
被
害
は
続
い
て
い
る

除
染
が
進
む
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地
方
特
有
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
県
町
村
議
会
議
長
会
、
伊

達
郡
町
議
会
議
長
会
と
福
島
大
学
が
共
催
し
、町
村
議
会
の
議
員
を

対
象
に
地
方
自
治
研
究
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
講
演
の
ほ
か
、
講
師
と
議
員
の
議
論
か
ら
課
題

解
決
を
は
か
り
ま
し
た
。

　

世
界
有
数
の
災
害
大
国
で
あ

る
日
本
は
、
今
後
も
首
都
圏
直

下
型
地
震
な
ど
大
災
害
の
発
生

は
避
け
ら
れ
な
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。
日
本
の
防
災
環
境
の
特

徴
と
し
て
次
の
３
点
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。

①
自
然
災
害
に
対
し
て「
自
分
だ

け
は
大
丈
夫
」と
い
う
認
識
の

日
本
人
が
多
い

②
自
然
災
害
に
対
す
る
行
政
側

と
住
民
側
の
認
識
の
相
違

③
住
居
環
境
に
対
す
る
時
代
に

よ
る
意
識
の
変
化

　

ま
た
、
私
た
ち
は
今
後
も
原

発
事
故
を
含
め
た
国
難
レ
ベ
ル

の
災
害
が
発
生
す
る
日
本
で
生

き
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
も
し
、
首
都
圏
直
下
型
地

震
や
南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
発
生

　

自
治
体
は
人
々
の
暮
ら
し
が

あ
っ
て
初
め
て
成
り
立
つ
も
の

で
す
が
、
都
市
部
へ
人
口
が
集

中
し
、
地
方
の
人
口
は
減
り
、
結

果
的
に
市
町
村
合
併
を
す
る
こ

と
で
消
滅
す
る
地
域
が
続
出
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
合
併
し
た
市
町
村
で

は
震
災
時
に
細
部
の
被
災
状
況

が
伝
わ
ら
ず
、
避
難
者
へ
の
支

援
が
遅
れ
る
な
ど
の
問
題
が
あ

り
ま
し
た
。
合
併
し
て
本
当
に

よ
か
っ
た
の
か
と
い
う
意
見
さ

え
出
て
い
ま
す
。

　　

統
治
構
造
を
大
き
く
す
る
道

州
制
、市
町
村
合
併
は
、各
集
落

に
ま
で
目
が
届
か
な
く
な
り
、

自
治
意
識
の
欠
落
を
招
く
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。
国
の
市
町
村
合

併
を
も
と
に
し
た
地
方
創
生
の

言
い
な
り
に
な
る
の
で
は
な
く
、

そ
れ
ぞ
れ
地
域
住
民
の
生
活
の

場
を
小
さ
な
自
治
体
と
し
て
捉

え
、住
民
の
目
線
に
立
っ
た
行
政

を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

�

（
報
告
者　

井
砂
善
榮
）

し
た
場
合
で
も
、
被
害
を
最
も

少
な
く
す
る
方
法
は
、国
民
一
人

一
人
の
「
発
生
前
の
心
構
え
」
と

「
物
資
の
備
え
」、「
発
生
後
の
落

ち
着
い
た
行
動
」だ
と
し
て
い
ま

す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
発
生
前
か

ら
の
防
災
教
育
が
何
よ
り
大
切

で
す
。

�

（
報
告
者　

東
海
林
一
樹
）

地
方
自
治
研
究
交
流
セ
ミ
ナ
ー
報
告

防
災
教
育
に
よ
る
準
備
が
大
切

集
落
単
位
で
住
民
目
線
に
立
っ
た
行
政
を

自
然
災
害
か
ら
日
本
の
未
来
を
考
え
る

講
師　

福
島
大
学　

中
村
洋
介
准
教
授

市
町
村
合
併
と
道
州
制
論
の
現
在

─「
地
方
消
滅
→
地
方
創
生
」と
絡
め
て
─

講
師　

福
島
大
学　

今
井
　
照
教
授

第3回報告
１月22日

第4回報告
２月13日

災
害
へ
の
認
識
が

あ
ま
い

災
害
大
国
で

生
活
す
る
に
は

市
町
村
合
併
に
よ
る

弊
害

人
々
の
生
活
の
場
そ
れ

ぞ
れ
が
小
さ
な
自
治
体

地
方
の
課
題
を
議
論
し
解
決
へ

防
災
訓
練
へ
の
参
加
も
大
切

疑
問
点
は
講
師
に
質
問
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町
議
会
議
員
の
任
期
満
了
に

あ
た
り
御
礼
の
ご
挨
拶
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

こ
の
定
例
会
は
私
た
ち
の
任

期
中
の
最
後
の
議
会
で
も
あ
り

ま
し
た
。

　

振
り
返
れ
ば
、
平
成
23
年
３

月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大

震
災
と
福
島
第
一
原
発
事
故
に

よ
り
当
町
も
大
き
な
被
害
を
受

け
ま
し
た
。
こ
の
４
年
間
は
そ

の
被
害
へ
の
対
応
と
、復
旧
復
興

に
向
け
て
の
期
間
で
あ
り
ま
し

た
。
当
町
議
会
で
も
特
別
委
員

会
を
立
ち
上
げ
、
そ
の
解
決
に

向
け
て
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

　

３
月
17
日
に
現
地
調
査
を
し

ま
し
た
県
北
浄
化
セ
ン
タ
ー
の

汚
泥
乾
燥
施
設
が
完
成
し
、
20

日
に
は
役
場
庁
舎
の
引
き
渡
し

式
も
あ
り
、
私
た
ち
の
任
期
中

に
解
決
に
向
け
一
歩
前
進
で
き

た
こ
と
は
本
当
に
よ
か
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
議
会
で
は
統
一
選
挙
か

ら
２
か
月
遅
れ
の
選
挙
と
な
り

ま
し
た
が
、当
町
で
は
初
め
て
の

無
競
争
選
挙
と
な
り
、
12
人
の

議
員
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

地
方
自
治
に
お
け
る
議
会
の

あ
り
方
が
問
わ
れ
る
な
か
、
懸

案
で
あ
っ
た
議
会
基
本
条
例
を

制
定
し
、
活
動
を
開
始
し
た
大

き
な
節
目
の
４
年
間
で
も
あ
り

ま
し
た
。

　

平
成
27
年
度
は
新
し
い
ま
ち

づ
く
り
に
向
け
て
の
第
一
歩
を

踏
み
出
す
年
と
な
り
ま
す
。
数

多
く
あ
る
諸
課
題
の
中
で
も
道

の
駅
の
建
設
は
新
し
い
国
見
町

を
作
る
大
き
な
起
爆
剤
と
な
る

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

限
り
な
い
国
見
町
の
発
展
と

町
民
の
皆
様
の
ご
健
勝
を
ご
祈

念
申
し
上
げ
、
４
年
間
の
御
礼

の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

町
議
会
議
員
選
挙
は
、
６
月

７
日
に
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。
新

し
い
議
員
の
任
期
は
６
月
19
日

か
ら
と
な
り
ま
す
。

任
期
満
了
に
あ
た
り

　
　

御
礼
申
し
上
げ
ま
す

�

議
会
議
長　

八
島
　
博
正

※
一
部
事
務
組
合
と
は

複
数
の
市
町
村
が
、
事
務
の

一
部
を
共
同
で
行
う
た
め
に

設
置
す
る
団
体

　

３
月
24
日
、
第
１
回
定
例
会

が
開
催
さ
れ
、
地
方
公
営
企
業

会
計
基
準
の
変
更
に
対
応
す
る

26
年
度
補
正
予
算
や
福
島
医
大

と
の
連
携
を
積
極
的
に
進
め
る

27
年
度
当
初
予
算
、
人
事
委
員

会
勧
告
に
基
づ
く
職
員
の
給
与

改
定
、
任
期
満
了
に
よ
る
野
村

義
悦
監
査
委
員（
国
見
町
）の
再

任
へ
の
同
意
な
ど
４
議
案
を
可

決
し
ま
し
た
。

平
成
27
年
度
当
初
予
算

収
益
的
収
支
予
定
額

　

収
入�

59
億
９
５
７
７
万
円

　

支
出�

59
億
９
５
７
７
万
円

資
本
的
収
支
予
定
額

　

収
入�

１
億
６
３
７
５
万
円

　

支
出�

５
億
１
９
６
６
万
円

（
資
本
的
収
支
の
不
足
分
は
、

過
年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金

で
補
い
ま
す
。）

�

（
報
告
者　

渋
谷
福
重
）

　

３
月
26
日
、
第
１
回
議
会
定

例
会
が
開
催
さ
れ
、
26
年
度
補

正
予
算
、
仮
設
焼
却
炉
の
稼
働

開
始
に
よ
る
除
染
事
業
費
36
億

円
な
ど
総
額
46
億
３
８
３
２
万

円（
一
般
会
計
、
し
尿
処
理
特
別

会
計
、
ご
み
処
理
特
別
会
計
の

合
計
）の
27
年
度
当
初
予
算
な

ど
10
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

ま
た
、
新
た
な
代
表
監
査
委
員

に
斎
藤
庸
夫
氏
が
選
ば
れ
ま
し

た
。

�

（
報
告
者　

村
上
正
勝
）

　

３
月
26
日
、
第
１
回
定
例
会

が
開
催
さ
れ
、
26
年
度
補
正
予

算
、
緊
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
整
備

11
億
円
や
消
防
庁
舎
建
設
９
億

円（
ど
ち
ら
も
昨
年
度
よ
り
２
年

の
継
続
予
算
）な
ど
総
額
24
億
５

３
０
０
万
円
の
27
年
度
当
初
予

算
な
ど
10
議
案
を
可
決
し
ま
し

た
。

�

（
報
告
者　

渡
辺
勝
弘
）

医
大
と
の
連
携
を

推
進
す
る

仮
設
焼
却
炉
が

稼
働

デ
ジ
タ
ル
無
線
整
備
11
億

円
な
ど
当
初
予
算
を
決
定

一※

部
事
務
組
合
報
告

藤
田
病
院
組
合
議
会

伊
達
地
方
衛
生
処
理

組
合
議
会

伊
達
地
方
消
防
組
合
議
会

町
議
会
議
員
の
選
挙
は

６
月
７
日
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３月５日 ３月議会定例会
３月５日 産業厚生常任委員会、広報編集委員会

３月１３日
県北中学校卒業式
フォトコンテスト審査会

３月１７日 ３.１１大震災復興対策特別委員会(現地調査）
３月１８日 くにみ幼稚園修了式
３月２０日 藤田保育所修了式
３月２１日 歴史まちづくり計画認定記念シンポジウム
３月２３日 国見小学校卒業式、農業委員会総会
３月２７日 町交通安全対策協議会

４月2日 東日本大震災復旧復興対策推進国見町民会議
藤田方部会

４月３日 議会改革推進会議
４月４日 藤田保育所入所式

４月６日
国見小学校入学式、県北中学校入学式
桜のライトアップ点灯式

４月８日 くにみ幼稚園入園式、広報編集委員会
４月１４日 町内会長会議
４月１５日 町生活環境推進員会議
４月１６日 郷土史研究会総会
４月１７日 町寿クラブ連合会総会、広報編集委員会
４月１８日 町体育協会総会

４月１９日
貝田さくらまつり、小坂桃源郷歩こう会
内谷春日神社太々神楽奉納

４月２１日
県北浄化センター汚泥乾燥施設運転開始式
町健康推進員会議

４月２２日 議員懇談会
４月２３日 議会報告懇談会（小坂・大枝地区）
４月２４日 議会報告懇談会（森江野・大木戸地区）

４月２５日
議会報告懇談会（藤田地区）
町文化団体連絡協議会総会

議会の動き

３月議会を傍聴したみなさんから
アンケートにより感想をいただきました。

◦一括で説明し、質疑がないのであれば一括採択
でもいいと思う。議案ごとに個別採択するのは
形式的だと思う。� （６０代・男性）
◦議員の年齢が高すぎる。女性議員がいないのが
残念。� （６０代・女性）
◦議員の発言内容がわかりやすい人とわかりづら
い人がいた。� （６０代・女性）

◦議員が資料だけでは不足しているところを的確
に質問していた。� （2０代・男性）

◦町の運営は議会で意見交換をして見直していく
のだと思った。� （女性）

◦少子高齢化、第一次産業、就業者減少などの問
題が山積みで、国・県・市町村・総国民が考え
方を大きく転換すべきと思う。�（６０代・女性）

議員も参加。歴史まちづくりシンポジウム

傍聴者からの

声

　議会日程、議会だより、議会内容を記録した会議
録はもちろん、議会生中継をしています。
　生中継はインターネットを使ってご覧いただく
ことができます。「議会
ホームページ」トップ
ページの「議会中継」
をクリックすれば動画
が見られます。
　ぜひご覧ください。

議会ホームページも
ご覧ください

http://www.town.kunimi.fukushima.jp/
groups/gikai/
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編

集

後

記

　

春
本
番
を
迎
え
別
れ
と
新

し
い
出
会
い
が
続
い
て
い

ま
す
。
議
会
で
は
、
前
事
務

局
長
が
定
年
を
迎
え
、
新
し

い
事
務
局
体
制
と
な
り
ま
し

た
。

　

私
た
ち
は
、
議
会
改
革
を

進
め
る
た
め
議
会
基
本
条
例

の
制
定
、
議
会
報
告
懇
談
会

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

３
・
１１
東
日
本
大
震
災
復
興

特
別
委
員
会
も
延
べ
３１
回
の

委
員
会
を
開
催
し
、
下
水
汚

泥
問
題
を
解
決
へ
向
け
前
進

さ
せ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
は
現
議
員
で
の

最
後
の
議
会
と
な
り
ま
し

た
。

　

任
期
中
の
活
動
に
対
し
ま

し
て
ご
理
解
を
頂
き
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。　
　
　

　
　
　

�

（
Ｋ
・
Ｗ
）

議
長�

八
島　

博
正

副
議
長�

志
村　

良
男

編
集
委
員
長�

渋
谷　

福
重

編
集
副
委
員
長�

渡
辺　

勝
弘

編
集
委
員�

村
上　

晴
夫

　
　

同�

阿
部　

泰
藏

　
　

同�

村
上　

正
勝

　
　

同�

井
砂　

善
榮

　

私
は
親
が
高
齢
に
な
っ
た
た
め
、

５
年
前
に
国
見
町
に
戻
っ
て
き
ま

し
た
。
長
い
間
、
留
守
を
し
て
い

た
の
で
、
町
の
こ
と
は
何
も
わ
か

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
こ
で
町
の
こ
と
を
知
る
た
め

に
議
会
を
傍
聴
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
そ
れ
以
来
、
時
間
が
あ
る

と
き
は
傍
聴
に
行
き
、
少
し
ず
つ

で
す
が
、
町
の
現
状
が
わ
か
っ
て

き
ま
し
た
。

　

国
見
町
は
合
併
し
な
く
て
よ

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。な
ぜ
な
ら
、

有
言
実
行
の
太
田
町
長
を
先
頭
に

職
員
、
議
員
が
一
体
と
な
り
、
国

見
町
独
自
の
カ
ラ
ー
で
町
民
の
た

め
の
政
治
が
行
わ
れ
て
い
る
か
ら

で
す
。

　

今
、
60
歳
を
過
ぎ
て
思
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
少
子
高

　

２
月
６
日
に
開
催
さ
れ
た
全
国
町
村
議
会
議
長
会

の
定
期
総
会
で
、
当
町
議
会
議
員
２
人
が
長
年
の
地
域

の
振
興
発
展
に
貢
献
し
た
功
績
に
よ
り
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
３
月
議
会
定
例
会
の
席
上
で
表
彰
状
が
伝

達
さ
れ
ま
し
た
。

自
治
功
労
表
彰（
議
員
在
職
15
年
以
上
）

　

浅
野　

富
男
議
員

　

東
海
林
一
樹
議
員

齢
化
の
深
刻
な
問
題
で
す
。
１
万

人
以
上
い
た
国
見
町
の
人
口
も
、

今
で
は
１
万
人
を
切
っ
て
い
ま

す
。

　

そ
ん
な
時
に
、
町
で
企
画
し
た

「
ス
マ
イ
ル
国
見
・
若
人
の
会
」

が
私
の
目
に
入
り
ま
し
た
。
さ
っ

そ
く
実
行
委
員
に
な
り
、
若
い
人

た
ち
を
イ
ベ
ン
ト
に
お
誘
い
し
て

い
ま
す
。

　

近
い
将
来
、
国
見
町
で
婚
活
の

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
全
国
に

テ
レ
ビ
放
映
さ
れ
る
こ
と
を
夢
見

て
い
ま
す
。
も
し
、
実
現
さ
れ
れ

ば
一
気
に
国
見
町
が
有
名
に
な

り
、
地
元
の
特
産
品
は
飛
ぶ
よ
う

に
売
れ
、
街
が
活
気
づ
き
ま
す
。

い
つ
の
ま
に
か
空
き
家
は
リ

フ
ォ
ー
ム
さ
れ
、
田
舎
暮
ら
し
を

希
望
す
る
人
が
移
り
住
み
、
子
ど

も
や
若
い
人
た
ち
の
数
も
増
え
、

人
口
も
１
万
人
を
は
る
か
に
超
え

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

新
庁
舎
が
完
成
し
、
道
の
駅
の

オ
ー
プ
ン
も
す
ぐ
そ
こ
で
す
。
町

民
の
皆
さ
ん
、
一
度
し
か
な
い
人

生
を
お
お
い
に
楽
し
み
ま
せ
ん

か
。

荒川　正子
（原町町内会）

私
も
ひ
と
言

婚
活
イ
ベ
ン
ト
で
町
の
未
来
に
希
望
を

表
彰
を
受
け
た
両
議
員

地域の振興発展に貢献 全国町村議会議長会表彰


